
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

12― 14 行政からのお知らせ２

■平成２２年度農作業臨時雇標準賃金
■農業委員会からのお知らせ
■ほこた塾新春公開講座
■医療機関案内　ほか

8― 11 まちの話題

■NＨＫのど自慢
■３月市議会定例会
■茨城空港開港
■鉾田地区交通安全協会のぼり旗寄贈
■こむこむ　ほこた
■スポーツ　ほか

今
月
の
内
容

2―7 行政からのお知らせ１

■市消防団女性部誕生
■大洋中屋内運動場完成
■行政組織
■財団法人合併
■県青少年の健全育成等に関する条例
■平成２２年度予算　ほか

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

　

12
時
15
分
。「
♪
キ
ン
・
コ
ン
・
カ
ァ
〜

ン
」
と
耳
慣
れ
た
音
楽
と
と
も
に
生
放
送
が

ス
タ
ー
ト
。
会
場
に
い
る
全
員
が
万
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
拍
手
と
と
も
に
番
組
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、3
月
14
日
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

の
開
催
日
で
す
。
鉾
田
で
の
開
催
は
、
19
年

ぶ
り
２
回
目
。
今
回
は
、
鉾
田
市
の
合
併
５

周
年
を
記
念
し
て
鉾
田
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放

送
局
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
、
抽
選
で
当
選

し
た
約
１
２
０
０
名
の
方
が
観
覧
、
予
選
を

通
過
し
た
20
組
の
方
が
出
演
し
ま
し
た
。
出

場
者
の
応
援
団
も
横
断
幕
な
ど
を
持
っ
て
駆

け
つ
け
、
今
日
が
２
歳
の
誕
生
日
で
マ
マ
が

出
場
す
る
と
い
う
可
愛
い
応
援
団
の
姿
も
あ

り
ま
し
た
。

　

徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
に
促
さ
れ
、「
１
番
『
祭
り
』
！
」
元
気

よ
く
獅
子
頭
を
片
手
に
持
っ
た
箕
輪
兵
衛
さ

ん
が
先
陣
を
切
り
ま
し
た
。
初
め
て
鐘
３
つ

を
鳴
ら
し
た
の
は
、和
田
ア
キ
子
さ
ん
の「
あ

の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」
を
歌
っ
た
市

内
在
住
の
佐
伯
和
彦
さ
ん
。
合
格
と
わ
か
っ

た
瞬
間
、
万
歳
！
出
演
者
も
観
覧
者
も
手
を

叩
い
て
大
喜
び
。

　

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
５

組
の
方
が
見
事
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
鳥
羽
一
郎
さ
ん
と
多
岐
川
舞
子

さ
ん
は
、
ご
自
分
の
持
ち
歌
が
歌
わ
れ
る
と

出
場
者
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
話
し
か
け
て

く
れ
る
演
出
も
あ
り
出
場
者
達
は
、
感
激
の

様
子
で
し
た
。

　

結
果
は
、「
特
別
賞
」
に
『
麦
畑
パ
ー
ト
２
』

を
歌
っ
た
田
山
ひ
ろ
み
さ
ん
と
沼
田
和
子
さ

ん
。
そ
し
て
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
『
三
日

月
』
を
歌
っ
た
、
米
川
真
里
絵
さ
ん
が
輝
き

ま
し
た
。
米
川
さ
ん
は
「
の
ど
自
慢
に
出
る

の
が
長
年
の
夢
だ
っ
た
。
今
、
プ
ロ
の
歌
手

を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）
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鉾田市合併５周年記念

鉾田が 105の国と地域
で紹介されました！
チャンピオンは、米川真里絵さん ( 市内在住 ) ！

差
込 平成22年度  市税等納期一覧表
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発
足
と
な
り
ま

し
た
。

　

勝
村
部
長
は

「
昼
間
に
家
の
近

所
で
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
昼

間
だ
っ
た
た
め

男
性
が
い
な
く

て
、
と
っ
さ
に

地
区
の
消
火
栓

ボ
ッ
ク
ス
か
ら

ホ
ー
ス
を
取
り

出
し
、
放
水
し
ま
し
た
。
消
防
団
が
到
着
し
て
か
ら

は
、
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
を
避
難
さ
せ
、
洗
濯
物
を

取
り
込
ん
で
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。
昼
間
は
、
女
性

が
家
や
地
域
を
守
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
主
婦
だ
か

ら
こ
そ
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
さ
ん
や
他
の
家
の
事

情
な
ど
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で
も
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
は
」
と
入
団
の
き
っ
か
け
を

話
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
女
性
団
員
は
約
４
０
０
名
。
そ
の
中
で
も

鉾
田
市
消
防
団
女
性
部
は
最
大
ク
ラ
ス
の
組
織
に
な

り
ま
す
。
特
に
鹿
行
地
区
に
お
い
て
は
、
鉾
田
市
以

外
で
は
神
栖
市
に
１
名
い
る
の
み
で
、
他
市
消
防
団

の
牽
引
役
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
活
動

　

女
性
団
員
の
当

面
の
活
動
は
、
応

急
手
当
普
及
員
講

習
、
防
災
訓
練
、

出
初
め
式
な
ど
へ

の
参
加
や
、
消
防

防
災
に
関
す
る
普

及
広
報
活
動
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
時
に
は

後
方
支
援
活
動
に

従
事
し
被
災
者
な

ど
へ
の
対
応
に
も

当
り
ま
す
。

■
女
性
部
発
足

　

 

鉾
田
市
に
、
女
性

消
防
団
組
織
が
発
足
し

ま
し
た
。そ
の
名
称
は
、

鉾
田
市
消
防
団
女
性
部

で
長
1
名
、
副
部
長
2

名
、
班
長
3
名
、
団
員

24
名
、
総
勢
30
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

3
月
7
日
、
市
役
所

で
鬼
沢
保
平
市
長
、
田

口
清
一
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
消
防
関
係
者
な
ど
が

出
席
し
て
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
重
作

惣
司
市
消
防
団
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
団
員
代

表
の
勝
村
幸
代
部
長
が
「
女
性
と
し
て
も
て
る
力
を

発
揮
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全
で
安
心
な
生

活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
消
防
活
動
を
推

進
し
ま
す
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。挨
拶
に
立
っ

た
鬼
沢
市
長
は
「
淡
路
島
に
は
島
民
一
万
人
に
対
し

て
消
防
団
員
が
２
０
０
名
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
と
き
、
夕
方
に
は
行
方
不
明
者
は
い
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
早
く
救
助
・
捜
索
活
動
が

で
き
た
の
は
、
消
防
団
員
が
こ
ま
か
な
情
報
を
知
っ

て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
消
防
団
の
果
た
す
役
割

は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
こ
ぞ
っ
て
皆

さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
の
あ
と
、消
防
署
員
に
よ
る
講
習
会
、

基
本
的
な
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
発
足
に
至
る
経
緯

　

市
の
消
防
団
に
初
め
て
女
性
が
入
団
し
た
の
は
、

平
成
18
年
10
月
。
3
名
が
入
団
し
、
昨
年
2
名
が
加

わ
り
ま
し
た
。　

ま
た
、
平
成
19
年
に
県
消
防
協
会

定
例
理
事
会
評
議
会
で
県
下
全
消
防
団
に
女
性
消
防

団
員
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
平
成
20
年

に
は
県
女
性
消
防
団
員
結
成
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
市
消
防
団
で
も
女
性
消
防
団
組
織
発
足
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
女
性
団
員
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
約
30
名
の
応
募
が
あ
り
、
今
回
の

市
の
動
静
（
3
月
）

1 

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

２ 

市
議
会
定
例
会
（
18
日
ま
で
）

３ 

大
洋
中
学
校
屋
内
運
動
場
竣
工
式

６ 

東
関
東
自
動
車
道
（
茨
城
空
港
北
I
C
〜
茨
城
町
J
C
T
）

開
通
式

７ 

茨
城
空
港
開
港
式

　

 

市
消
防
団
女
性
消
防
団
員
辞
令
交
付
式

10 

市
内
公
立
中
学
校
卒
業
式

14 

N
H
K
の
ど
自
慢

16 

青
果
物
銘
柄
産
地
指
定
証
交
付
式

17 

市
内
公
立
幼
稚
園
卒
園
式

19 

市
内
公
立
小
学
校
卒
業
式

26 

人
権
推
進
連
絡
協
議
会

　

 

人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

27 

市
内
公
立
保
育
園
終
了
式

30 

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

 

市
交
通
対
策
協
議
会

休
日
の
戸
籍
関
係
の
窓
口
を

　
　
　
　
　
　
　

本
庁
に
集
約

　

４
月
か
ら
、
休
日
の
戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
婚
姻
な

ど
）、
埋
火
葬
許
可
申
請
（
死
亡
届
）
受
付
窓
口
は
市

役
所
（
本
庁
舎
）
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　

窓　

口

届
出
の
種
類

市
役
所
（
本
庁
舎
）

各
総
合
支
所

出
生

○

×

婚
姻
関
係

○

×

埋
火
葬
許
可
申
請

○

×

※
休
日
の
各
総
合
支
所
は
、
警
備
員
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
支
え
ま
す
！

　
　
　
　

地
域
の
安
全
・
安
心

〜
鉾
田
市
消
防
団
女
性
部
誕
生
〜

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
た
方
の
も
の
と
思
わ
れ
る
忘
れ
物
が

増
え
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
忘
れ
物
は
総
務
課

（
☎
33
〜
２
１
１
１
内
線
１
２
２
２
）
で
保
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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平
成
22
年
度
市
職
員
人
事
異
動

（
課
長
級
以
上
）

部
長
級

総
務
部
長　
　
　

石
﨑　

順

市
民
部
長　
　
　

山
田
幸
吉

健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長　
　
　
　
　

勢
子
忠
一

教
育
部
長　

大
聖
寺
登
美
雄

教
育
部
参
事　
　

山
口
繁
穂

議
会
事
務
局
参
事
兼
事
務

局
長　
　
　
　
　

住
谷
常
夫

農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
兼

事
務
局
長　
　
　

大
川
英
雄

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　
　

箕
輪
明
男

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
参
事
兼

セ
ン
タ
ー
長　
　

梶
山　

茂

課
長
級

総
務
課
長　
　
　

小
堤　

明

総
務
課
秘
書
室
長

　
　
　
　
　
　
　

山
口
勝
美

企
画
課
長　
　
　

横
田　

務

財
政
課
長　
　
　

菅
谷　

稔

保
険
年
金
課
長　

米
川
治
夫

保
険
年
金
課
副
参
事
兼
課
長

補
佐
兼
国
民
年
金
係
長

　
　
　
　
　
　
　

小
見
憲
男

生
活
環
境
課
長　

荒
野
信
寿

課
長
級

産
業
経
済
課
長　

小
沼
頼
廣

地
籍
調
査
課
長　

小
室
多
正

都
市
建
設
課
長　

大
槻
幸
雄

下
水
道
課
長　
　

君
山
浩
一

社
会
福
祉
課
長　

野
中
悦
雄

社
会
福
祉
課
保
護
室
長

　
　
　
　
　
　
　

田
山
敏
弘

健
康
増
進
課
副
参
事
鉾
田
市

健
康
づ
く
り
財
団
出
向

　
　
　
　
　
　
　

松
金
邦
行

第
二
保
育
所
長　

田
山
洋
一

学
校
教
育
課
長　

　
　
　
　
　
　

小
野
瀬
武
彦

学
校
教
育
課
新
し
い
学
校
づ

く
り
推
進
室
長　

皆
藤
正
秀

鉾
田
中
央
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　

勢
子
政
義

水
道
事
務
所
長
（
鉾
田
水
道

事
務
所
駐
在
）　  

内
田
茂
人

【

建
設
部】

都
市
建
設
課

合
併
道
路
推
進
室

用
地
整
理
係

用
地
管
理
係

道
路
維
持
係

道
路
整
備
係

都
市
計
画
係

施
設
係

【

産
業
経
済
部】

産
業
経
済
課

商
工
観
光
係

畜
産
林
務
係

農
業
振
興
係

農
政
企
画
係

消
費
者
行
政
係

【

市
民
部】

市
民
課

住
民
基
本
台
帳
係

外
国
人
登
録
係

戸
籍
係

【

教
育
部】

学
校
教
育
課

旭
学
校
給
食
セ
ン
ター

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

新
し
い
学
校

づ
く
り
推
進
係

施
設
係

庶
務
係

市
役
所
の
行
政
組
織
が

　

一
部
改
編
さ
れ
ま
し
た

　

欠
員
が
生
じ
て
い
ま
し
た
民
生
委
員
児
童
委
員
が
３
月

１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
山
直
樹
（
札
の
一
部
、
田
塚  

担
当
）〈
敬
称
略
〉

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱

　

4
月
1
日
付
け
で
市
役
所
内
の
行
政
組
織
が
一
部
改
編
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
課
、産
業
経
済
課
、都
市
建
設
課
に
お
い
て
、

係
の
新
設
・
名
称
変
更
が
な
さ
れ
、
学
校
教
育
課
に
お
い
て
は
、

室
と
係
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

…
新
設
さ
れ
た
室
・
係

…
名
称
が
変
更
さ
れ
た
係

農
業
委
員
選
任

　

鹿
行
農
業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
3
月
9
日

付
け
で
次
の
方
が
農
業
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
良
嗣
（
受
持
区
域
：
野
友
・
堀
ノ
内
）〈
敬
称
略
〉

祝
・
大
洋
中
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
！

　

3
月
10
日
、
完
成
間
も
な
い
新
体
育

館
で
第
51
回
大
洋
中
学
校
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
同

校
を
巣
立
つ
生
徒
は
82
名
。
卒
業
証
書

が
高
橋
淳
校
長
か
ら
一
人
一
人
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
中
根
由
香
莉

さ
ん
が
「
こ
の
大
洋
中
学
校
で
過
ご
し

た
思
い
出
と
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の

温
か
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
未
来
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。」
と
答
辞

を
述
べ
感
謝
と
今
後
の
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

閉
式
の
後
、
在
校
生
に
よ
る
合
唱
を

受
け
て
卒
業
生
も
合
唱
を
行
い
、
感
動

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

3
月
3
日
、
大
洋
中
屋
内
運
動
場
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
鬼

沢
市
長
、
田
口
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
区
長
、
学
校
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

旧
屋
内
運
動
場
は
、
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
と
耐
震
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
の
鉾

田
市
誕
生
に
際
し
決
定
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画
の
主
要
施
策
と

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、
学
校
教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
・
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

【
施
設
の
概
要
】　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
造
）　

　
　
　
　
　
　
　

延
床
面
積
１
６
０
７
．
４
㎡　

2
階
建

新
体
育
館
か
ら
卒
業
生
羽
ば
た
く
！

〈
新
行
政
組
織
図
〉（
抜
粋
）
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4
月
1
日
、「
財
団
法
人 

鉾
田
健
康
ふ
れ
あ
い
財
団
」
と

「
財
団
法
人 

大
洋
健
康
づ
く
り
財
団
」
が
合
併
し
、「
財
団

法
人 

鉾
田
市
健
康
づ
く
り
財
団
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
財
団
は
、「
ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
」、「
と
っ
ぷ
・
さ
ん

て
大
洋
」、「
鹿
島
灘
海
浜
公
園
（
台
地
部
）」
を
管
理
運
営
し
、

こ
れ
ら
施
設
の
活
用
を
通
し
て
、
市
内
全
域
に
健
康
づ
く
り

を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
団
の
合
併
に
伴
い
、
施
設
利
用
料
金
が
統
一
さ

れ
ま
し
た
。

合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

●
と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大
洋　

大
抽
選
会
（
何
が
当
た
る
か
当
日
の
お
楽
し
み
！
）　  

期
間　

４
／
10
（
土
）
〜
11
（
日
）

●
ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田　
　

大
抽
選
会
（
何
が
当
た
る
か
当
日
の
お
楽
し
み
！
）　  

期
間　

4
／
16
（
金
）
〜
18
（
日
）

鉾
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

の
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

市 

健
康
増
進
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

   （
内
線
）
１
５
３
２

問

全館利用 風呂のみ
昼間 夜間 昼間 夜間

一般 900 円 800 円 800 円 700 円
高齢者 500 円 500 円 400 円 400 円
子供 500 円 400 円 300 円 300 円
※料金には、入湯税 150 円が含まれています

■一般利用

全館利用 風呂のみ
昼間 夜間 昼間 夜間

一般 3,750 円 3,250 円 3,250 円 2,750 円
高齢者 1,750 円 1,750 円 1,250 円 1,250 円
子供 2,500 円 2,000 円 1,500 円 1,500 円

■回数券（6枚綴り）

※利用する際、入湯税 150 円が必要です

施設別利用 施設共通利用
一般 30,000 円 48,000 円
高齢者 20,000 円 32,000 円
子供 20,000 円 32,000 円
家族追加 15,000 円 24,000 円

■年間会員

※利用する際、入湯税 150 円が必要です

 高齢者は 65 歳以上／子供は 3歳から小学生まで／昼
間は午前 10 時から午後 5時まで／夜間は午後 5時か
ら午後 9時まで／その他の施設利用料金は、直接施
設までお問い合わせください

「ほっとパーク鉾田」
　　＆　「とっぷ・さんて大洋」
　　　　　　　　　　の施設利用料

＜各施設への問合せ＞
ほっとパーク鉾田　　鉾田市当間 220　　   ☎ 34-1211
とっぷ・さんて大洋　鉾田市上幡木 1500-2 ☎ 39-6500
鹿島灘海浜公園　　　鉾田市大竹 390　　   ☎ 34-1010

　

４
月
１
日
か
ら
鉾
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
鉾
田

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
室
を
移
転
し
ま
し
た
。

　

悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
心
配
な
こ
と
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
鉾
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
１
〜
１
５
１
７

　

鉾
田
市
鉾
田
１
４
４
３
（
鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
３
３
〜
２
９
９
２
（
直
通
）

■
業
務
の
内
容

　

 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
、
要
望
及
び
苦
情
の
処
理

■
相
談
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

 

午
前
9
時
か
ら
午
前
12
時

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

■ 

土
日
、
祝
日
の
相
談
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
付

て
い
ま
す
。

　
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７
０
〜
０
６
４
〜
３
７
０
）

鉾田市役所

鉾田合同庁舎

鉾田保健所
鉾田幼稚園

鉾田南中

鉾田保健センター

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど 

     

に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
へ
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市 

保
険
年
金
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
１
・
１
１
２
２

問

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
　
　

軽
減
制
度
が
拡
充

対
象
者
は
？

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の

①
又
は
②
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方
で
す
。

　

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者
資
格
者

　
　
（
例　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

　

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
　
（
例　

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

軽
減
額
は
？

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。
軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
30
／
100
と
み
な

し
て
行
い
ま
す
。

軽
減
期
間
は
？

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま

す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て
も
引
き

続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は
対
象
外
？

制
度
が
始
ま
る
前
1
年
以
内
（
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
）

に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
の
保
険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〜
財
団
法
人
合
併
〜

『（
財
）鉾
田
市
健
康
づ
く
り
財
団
』誕
生
！

入口
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「
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
」
全
面
改
正

「
茨
城
県
青
少
年
の
健
全
育
成
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
条
例
」
施
行

○
深
夜
（
夜
11
時
か
ら
翌
朝
4 
時
）
に
青
少
年
を
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

青
少
年
の
深
夜
外
出
は
、
非
行
や
犯
罪
被
害
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　

◆
保
護
者
は
、
深
夜
に
子
ど
も
を
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

◆
誰
で
も
、
保
護
者
の
承
認
を
受
け
な
い
で
、
深
夜
に
青
少
年
を
連
れ
出
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
﹇
罰
則
﹈
青
少
年
の
連
れ
出
し
な
ど
の
違
反
を
し
た
場
合
：
30
万
円
以
下
の
罰
金

○
深
夜
に
青
少
年
を
入
場
さ
せ
て
は
い
け
な
い
お
店
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

映
画
館
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
ま
ん
が
喫
茶
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
は
、
深
夜
に
青
少
年

　

を
入
場
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
﹇
罰
則
﹈
お
店
が
深
夜
に
青
少
年
を
入
場
さ
せ
た
場
合
：
30
万
円
以
下
の
罰
金

○
青
少
年
の
非
行
を
助
長
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
「
も
う
高
校
生
な
ん
だ
か
ら･･･

」
な
ど
と
言
い
、
親
戚
の
青
少
年
に
ビ
ー
ル
を
飲
む
よ
う

　

勧
め
た
↓
条
例
違
反
で
す
！

　

 　

誰
で
も
、
青
少
年
に
対
し
、
次
の
行
為
を
行
う
よ
う
勧
誘
し
た
り
、
強
要
し
た
り
し
て
、

　

青
少
年
の
非
行
や
不
良
行
為
を
助
長
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　

●
わ
い
せ
つ
行
為　

●
暴
行
、
恐
喝
、
窃
盗
、
器
物
損
壊
、
監
禁
等　

●
家
出

　
　

●
飲
酒
、
喫
煙　

●
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
の
使
用　

な
ど

　
　
﹇
罰
則
﹈
違
反
し
た
場
合
：
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

○
青
少
年
の
入
れ
墨
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

誰
で
も
、
青
少
年
に
対
し
、
入
れ
墨
を
し
た
り
、
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
青
少
年
が
一
時
的
な
好
奇
心
に
よ
り
、
入

れ
墨
を
施
す
と
、
プ
ー
ル
な
ど
へ
の
入
場
を
禁
止
さ
れ
た
り
、
就
職
や
結
婚
等
へ
悪
影
響
が
出
た
り
し

　

て
、
後
悔
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
器
具
か
ら
感
染
症
に
か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
﹇
罰
則
﹈
違
反
し
た
場
合
：
50
万
円
以
下
の
罰
金

○
青
少
年
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
〈
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
〉

　

 　

青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
事
業
者

　

や
保
護
者
に
対
し
て
次
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

◆
事
業
者

　
　

● 
青
少
年
が
携
帯
電
話
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
※
）
を
設
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
但
し
、
保
護
者
の
申
出
が
あ
る
場
合
を
除
く
。）

　
　
　

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
：
有
害
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
青
少
年
に
見
せ
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

◆
保
護
者

　
　

●
青
少
年
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
、
そ
の
旨
を
事
業
者
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

● 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
応
テ
レ
ビ
な
ど
を
使
っ
て
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
前
文
の
新
設
・
条
例
の
目
的
の
見
直
し

○
基
本
理
念
の
新
設

　

◆
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
若
者
の
活
動
の
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
明
示

　

◆
県
、
県
民
、
保
護
者
、
青
少
年
育
成
者
、
事
業
者
が
相
互
に
連
携
し
一
体
的
に
推
進

○
関
係
者
の
責
務
等
の
新
設
・
見
直
し

　

◆
保
護
者
、
青
少
年
育
成
者
の
責
務
を
新
設
・
県
、
県
民
、
事
業
者
の
責
務
を
見
直
し

　
　

保
護
者
の
責
務
： 

青
少
年
の
健
全
育
成
に
あ
た
り
最
も
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
青
少
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
護
・
教
育

　
　

県
民
の
責
務
：
青
少
年
の
た
め
の
良
好
な
環
境
の
整
備
・
若
者
の
活
動
の
積
極
的
な
支
援

　

◆
青
少
年
及
び
若
者
の
努
力
を
新
設

○
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
に
対
す
る
規
制
の
新
設
・
見
直
し

○
罰
則
の
新
設
・
強
化

○
「
青
少
年
」
の
年
齢
の
下
限
を
小
学
校
就
学
始
期
か
ら
０
歳
に
引
き
下
げ

〈
主
な
改
正
点
〉

青
少
年
の
健
全
育
成
の
充
実
と
若
者
の
活
動
の
支
援
の
創
設

青
少
年
の
環
境
整
備
の
見
直
し

改正条例の概要
平成２２年４月１日施行

※ 「青少年」：概ね 18 歳未満の者を想定（ただし、罰
則等を伴う条文においては、18 歳未満の者と規定）
※「若者」：概ね 18 歳以上概ね 30 歳未満の者を想定
※ 「若者の活動」：身近な地域の行事や地域の防犯・
防災に関わる活動、ボランティア活動など

●青少年の環境整備
　（規制が主）

【旧条例】

全面改正

※「※「※「「青青青青少青少年少年青 」：：概概ね 18 歳未満の者を想定（ただしし 罰罰罰罰罰

【改正条例】
●青少年の健全育成
●若者の活動の支援

●青少年の環境整備

条例に関するお問い合わせ
茨城県知事公室女性青少年課
電　話：０２９－３０１－２１８３
ＦＡＸ：０２９－３０１－２１８９
E-mail：josei2@pref.ibaraki.lg.jp

詳細は、県女性青少年課ホーム
ページをご覧ください

茨城県女性青少年課 検索

Click!
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選
択
と
集
中

　

事
業
の
選
択
と
集
中
は
「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
に
掲
げ
た
、
合
併
特
例

債
事
業
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
た
上
で
の
見
直
し

が
急
務
で
す
。

　

平
成
22
年
度
予
算
に
お
い
て
は
市
民

の
生
活
道
路
で
あ
る
市
道
整
備
に
対
す

る
特
例
債
事
業
を
優
先
し
、
こ
れ
ま
で

県
の
支
援
事
業
と
し
て
進
め
て
き
た

「
新
市
連
絡
道
路
」
及
び
「
造
谷
地
内

主
要
幹
線
道
路
」の
２
路
線
に
つ
い
て
、

県
等
関
係
機
関
と
協
議
・
見
直
し
を
し

て
い
く
年
度
と
し
て
予
算
措
置
の
凍
結

を
行
い
ま
し
た
。

「
い
の
ち
と
暮
ら
し
の
先
進
都
市
」 

の
実
現
に
向
け
て

　

今
年
度
の
予
算
編
成
は
、
行
政
評
価

の
実
施
や
既
存
経
費
に
つ
い
て
課
ご
と

に
予
算
要
求
総
枠
を
配
分
す
る
「
枠
配

分
方
式
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
徹
底

し
た
な
事
務
事
業
等
の
見
直
し
及
び
不

要
不
急
な
事
業
の
先
送
り
を
行
い
、
合

併
特
例
債
や
再
編
交
付
金
等
の
特
定
財

源
を
活
用
し
て
で
き
る
限
り
市
民
の
期

待
・
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
財
源
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
い
の
ち
と
く
ら
し
の
先
進
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
・
福
祉
の
充

実
、
道
路
・
環
境
な
ど
の
生
活
基
盤
の

充
実
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
た
め
の
産
業
の
振
興

な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し

た
。

国
の
動
向

　

一
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

に
端
を
発
し
た
深
刻
な
景
気
低
迷
の

中
、
政
権
交
代
に
伴
う
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
を
基
本
理
念
と
し
た
公

共
事
業
の
大
幅
な
縮
減
、
様
々
な
政
策

転
換
、
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
の
地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方
税

収
等
が
引
き
続
き
落
ち
込
み
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高

い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過

去
最
大
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
は
「
平
成
22
年
度

予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
で
「
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
決
め
る
」
と
い
う
地
域

主
権
」
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
地
域
の

自
主
財
源
の
充
実
、
強
化
を
図
る
た
め

に
地
方
交
付
税
を
1.1
兆
円
増
額
し
ま
し

た
。

地
域
主
権

　

〜
自
己
決
定
・
自
己
責
任
〜

　

自
主
財
源
に
乏
し
い
本
市
が
「
地
域

主
権
」
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し

た
、
そ
し
て
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し

て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
将
来
世
代

に
過
度
の
負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ

う
「
財
政
規
律
」
を
重
ん
じ
た
市
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

で
は
な
く
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
『
選

択
と
集
中
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

市
民
が
真
に
望
む
「
市
民
満
足
度
」
の

高
い
施
策
を
優
先
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

平
成

  
22
年
度

　

    
予
算
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
は
な
く

　
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
選
択
と
集
中
へ

キ
ー
ワ
ー
ド

・母子保健事業　　　　　　   45,550 千円
・民間保育所低年齢児保育　   14,099 千円
　　　　　体制緊急整備事業
・放課後児童健全育成事業　　 3,500 千円
・子育てサポーター派遣事業　 3,002 千円
・子育て支援金支給事業　　　 5,000 千円
・予防接種事業　　　　　　   45,202 千円
・健康増進事業　　　　　　   97,270 千円
・自殺対策緊急強化事業　　　　754 千円
・高齢者生活支援事業　　　　 3,223 千円
・地域ケアシステム推進事業　 6,900 千円
・住宅手当緊急特別措置事業　 6,523 千円
・地域生活支援事業　　　　   35,267 千円
・乗合自動車運行事業　　　   11,988 千円

・地域資源付加価値向上事業　　　　 3,736 千円
・農業振興事業等　　　　　　　　   68,328 千円
・園芸振興事業　　　　　　　　　   13,650 千円
・営農支援指導事業　　　　　　　   22,926 千円
・鉾田うまかっぺフェスタ開催事業   10,583 千円
・地域農業確立推進事業等　　　　　 7,403 千円
・地域再生発見ＰＲ事業　　　　　　 2,522 千円
・観光資源魅力向上事業　　　　　   15,651 千円
・水産業振興事業　　　　　　　　　 3,698 千円
・畜産業振興事業　　　　　　　　   17,065 千円
・商工業振興事業　　　　　　　　   28,353 千円
・消費者行政活性化基金事業　　　　 4,353 千円
・職業相談室管理運営事業　　　　　 2,314 千円

・温室効果ガス排出抑制事業     705 千円
・リサイクル推進事業　        66,659 千円
・交通安全施設設置事業　   10,002 千円
・消防施設整備事業　　　   61,913 千円
・災害対策事業　　　　　　 3,137 千円
・上水道整備事業　　　　 721,855 千円
・浄化槽整備事業　　　　   56,834 千円
・公共下水道整備事業　　 671,887 千円
・農業集落排水施設整備事業
　　　　　　　　　　　　573,694 千円
・市道整備事業　　　　  1,057,516 千円
・農道整備事業　　　　　   59,901 千円
・市道維持補修事業　　　 102,341 千円
・地籍調査事業　　　　　   56,364 千円

・（仮称）文化複合施設基本計画策定事業　　　　　　　   9,136 千円
・公民館運営事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,677 千円
・学校施設適正配置計画策定事業　　　　　　　　　　　 1,045 千円
・学校給食センター整備事業　　　　　　　　　　　　 996,760 千円
・小学校耐震補強及び大規模改造事業　　　　　　　　   57,855 千円
・鉾田北中学校校舎改築事業　　　　　　　　　　　　　 9,450 千円
・サイクル交付金事業　　　　　　　　　　　　　　　   62,230 千円
・のびのび児童生徒推進事業　　　　　　　　　　　　   22,369 千円
・英語指導事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　   21,677 千円
・特別支援教育支援員事業　　　　　　　　　　　　　　 6,871 千円
・文化財保護・啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　 2,327 千円
・スポーツ振興事業　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,852 千円

・まちづくり推進事業　　　 1,526 千円
・男女共同参画推進事業　　　163 千円
・人権教育事業　　　　　　　406 千円
・相続人代表者調査事業　　 9,778 千円
・次期評価替の準備事業　   10,574 千円

一人ひとりの健康と安心を
支える地域づくり

次代の農業を中心とした
力強い産業づくり

市民を主役とする
協働のまちづくり

自然を感じる快適で
安全な生活空間づくり

個性と多様性を尊び、
地域文化をはぐくむ
ひとづくり

主な事業をピックアップ
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「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
目
的

別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
質
別
歳
出
に

は
、「
義
務
的
経
費
」、「
投
資
的
経
費
」、「
そ
の
他
の
経
費
」
が
あ
り
、
職
員
の
給
与
（
人
件
費
）
や
、
児

童
手
当
・
生
活
保
護
費
（
扶
助
費
）
な

ど
の
よ
う
に
法
律
な
ど
で
支
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、
道
路
や
学

校
な
ど
を
作
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の

返
済
金
（
公
債
費
）
を
「
義
務
的
経
費
」

と
言
い
、
道
路
新
設
や
学
校
建
設
な
ど

ハ
ー
ド
事
業
に
よ
っ
て
行
政
水
準
の
向

上
に
つ
な
が
る
経
費
を「
投
資
的
経
費
」

と
い
い
ま
す
。

　

歳
出
に
占
め
る
「
義
務
的
経
費
」
が

高
く
な
る
ほ
ど
硬
直
し
た
財
政
と
な
り

ま
す
。
鉾
田
市
は
、歳
出
に
占
め
る「
義

務
的
経
費
」
の
割
合
が
約
46
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

今
年
度
の
予
算
は
、
扶
助
費
や
公
債

費
等
の
「
義
務
的
経
費
」
の
恒
常
的
な

伸
び
や
公
共
下
水
道
特
別
会
計
等
へ
の

繰
出
金
の
増
額
に
対
応
す
る
た
め
、
職

員
定
数
の
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
減
や

補
助
費
等
の
既
存
経
費
の
縮
減
を
図
り

前
年
度
比
0.1
％
の
増
に
止
め
て
い
ま

す
。

…　依存財源
（69.06%）

…　自主財源
（30.94%）

歳入

7,300万円
１７４億

地方交付税
5,873,885千円
33.62%

地方消費税交付金
320,000千円
1.83%

地方譲与税
300,000千円
1.72%

自動車取得税交付金
70,000千円
0.4%

地方特例交付金
50,000千円
0.29%

利子割交付金ほか
72,000千円
0.41%

市債
2,454,700千円
14.05%

国庫支出金
1,679,239千円
9.61%

県支出金
1,246,606千円
7.13%

分担金及び負担金
193,017千円
1.11%

諸収入
229,297千円
1.31%

繰越金
200,000千円
1.14%

繰入金
103,364千円
0.59%

使用料及び
手数料

114,861千円
0.66%

財産収入ほか
28,261千円
0.16%

市税
4,537,770千円
25.97%

…　義務的経費
　　　（46.07%）

…　投資的経費
　　　（13.55%）

…　その他の経費
　　　（40.38%）

１７４億
歳出

7,300万円

人件費
3,195,847千円
18.29%

扶助費
2,652,723千円
15.18%

公債費
2,202,173千円
12.60%普通建設事業費

2,366,239千円
13.54%災害復旧事業費

1,051千円
0.01%

物件費
2,392,408千円
13.69%

維持補修費
111,639千円
0.64%

補助費等
2,560,784千円
14.66%

積立金
477,669千円
2.73%

投資及び出資金
99,400千円
0.57%

貸付金
15,344千円
0.09%

繰出金
1,377,723千円
7.89%

予備費
20,000千円
0.11%

特別会計・企業会計 予算額　※（　）は前年度比
国民健康保険特別会計 7,402,344千円    （△2.3%）
老人保健特別会計 5,534千円（△60.5%）
後期高齢者医療特別会計 406,873千円    （＋0.1%）
介護保険（保険事業勘定）特別会計 3,177,098千円    （＋1.5%）
介護保険（サービス事業勘定）特別会計 10,801千円    （＋5.9%）
農業集落排水事業特別会計 693,056千円    （＋2.6%）
公共下水道事業特別会計 717,103千円  （＋17.3%）

水道事業会計
収益的支出 1,129,466千円    （△0.4%）
資本的支出 721,855千円（△18.3%）

平
成
22
年
度
予
算
（
概
要
）

一
般
会
計
予
算
１
７
４
億
７
，
３
０
０
万
円

歳
出

職
員
数
を
減
ら
し
人
件
費
を
削
減

歳入 市の自主財源は約３割
歳入は、市税など自前で調達できる「自主財源」と、
主に国や県などからの補助金や地方交付税、市債（市
の借金）など自前で調達できない「依存財源」に分
けられます。この自主財源が多いほど、行政活動の
自主性と安定性が確保されます。鉾田市の自主財源
は全体の約30％にとどまっている状況です。
　新年度予算は、景気低迷の影響により市税全般や
地方譲与税の減収、自動車取得税交付金をはじめと
する各種交付金の減収を見込み、増収要因として、
普通交付税や地方交付税の振り替えによる臨時財政
対策債などの増を見込み、歳入合計で前年度比0.1％
の増となっています。

一般会計

▲ ▲ ▲ ▲ 歳入

歳出一般会計

▲ ▲ ▲ ▲

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳

特別会計・企業会計地方債・基金残高

既
存
経
費
を
10
％
削
減

　
　

事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
！

平
成
22
年
度
予
算
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る

市
税
等
の
減
収
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
目
的
を
達
成
し
た
事
業
等
の
縮

小
・
廃
止
及
び
既
存
経
費
の
10
％
削
減
を

行
い
、「
真
に
市
民
が
求
め
る
効
果
的
な

事
業
」
を
厳
選
し
て
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

　市債残高は、地方交付税の振り替えによる臨時財政対策債の発行が見込
まれ増加傾向にあります。基金については、将来の負担に対応すべく、原
則、取り崩しは行わず積立の強化を図っています。

基金（貯金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約31億円

Ｈ18年度決算額 約46億円

Ｈ19年度決算額 約53億円

Ｈ20年度決算額 約61億円

Ｈ21年度見込額 約74億円

Ｈ22年度見込額 約78億円

市債（借金）残高推移

Ｈ17年度決算額 約282億円

Ｈ18年度決算額 約291億円

Ｈ19年度決算額 約288億円

Ｈ20年度決算額 約287億円

Ｈ21年度見込額 約295億円

Ｈ22年度見込額 約305億円

　特別会計・企業会計予算合計は前年度比 1.2％減の 142 億 6,413 万と
なっています。公共下水道事業特別会計では、17.3％の増となっていま
すが、これは水処理センター建設などの工事によるものです。
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が
審
査
し
て
い
ま
す
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
出
場
者
が
入
場
し
、

緊
張
が
高
ま
る
な
か
、
12

時
15
分
「
♪
キ
ン
・
コ
ン
・

カ
ァ
〜
ン
」
と
お
な
じ
み

の
鐘
の
音
が
会
場
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
甲
斐
も
あ
り
、
皆
堂
々
と

自
慢
の
喉
を
披
露
。
45
分
間
の
生
放
送
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
し
ま
し
た
。
番
組
を
盛
り
上
げ
た
出
場
者
は
も
ち
ろ
ん
、
秒

単
位
で
番
組
を
進
め
る
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
も
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

■
放
送
終
了
後

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
米
川
真
里
絵
さ
ん
は
、
ご
褒
美
と

し
て
優
勝
曲
の
「
三
日
月
」
を
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
で
熱
唱
。
ゲ
ス

ト
の
鳥
羽
一
郎
さ
ん
と
多
岐
川
舞
子
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
2
曲
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

20
組
の
出
演
者
た
ち
は
、
控
室
に
戻
り
、
感
想
発
表
を
行
い

ま
し
た
。「
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」、『
昨
日
は
2
時

ま
で
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」、｢

歌
に
は
凄
い
パ
ワ
ー
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
な
ど
。
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
合
格
者
に

特
別
賞
、
参
加
者
全
員
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
楯
の
ミ
ニ
レ
プ
リ
カ

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。の
ど
自
慢
総
括
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら「
日

本
一
素
敵
な
皆
さ
ん
で
し
た
」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
最
後
に

皆
で
万
歳
三
唱
を
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
０
５
の
国
と
地
域
に
放
映
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」。

日
本
全
国
、海
外
に
ま
で『
鉾
田
』の
名
前
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
し
て
5
周
年
。
こ
れ
か
ら
も
皆
が
幸
せ
に
、
そ
し
て
元
気

な
ま
ち
鉾
田
に
な
れ
る
よ
う
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
体
育
館
に
特
設
ス
テ
ー
ジ

　

予
選
会
前
日
、
ア
リ
ー
ナ
を
横
に
使
用
し
て
特
設
ス
テ
ー
ジ

が
完
成
し
ま
し
た
。
音
響
や
照
明
用
の
巨
大
な
や
ぐ
ら
は
5
ヶ

所
、
用
意
さ
れ
た
座
席
数
も
約
１
２
０
０
席
。
会
場
設
営
、
機

材
の
搬
入
、
駐
車
場
の
準
備
な
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
と
市
職
員
が
携

わ
り
、
3
日
間
か
け
て
予
選
会
に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

■
予
選
会
〜
２
５
０
組
が
熱
唱
〜

　

本
番
前
日
の
13
日
午
後
1
時
、
出
場
希
望
１
０
６
０
組
か
ら

当
選
し
た
２
５
０
組
に
よ
る
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
用
意
さ
れ
た
座
席
は
出
場
者
の
応
援
団
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
中
、
係
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
予
選
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

本
選
へ
の
出
場
は
40
秒
の
勝
負
。
本
番
の
よ
う
に
生
演
奏
に

あ
わ
せ
ス
テ
ー
ジ
上
で
歌
い
ま
す
。
歌
い
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に

次
の
方
へ
マ
イ
ク
を
渡
し
、
舞
台
下
に
用
意
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル

の
前
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
担
当
者
と
徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
質
問
に

答
え
ま
す
。
審
査
は
、
別
室
に
用
意
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
を
通
し

て
行
わ
れ
る
た
め
、
出
場
者
も
観
客
も
審
査
の
様
子
を
伺
い
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
勢
の
人
前
、
そ
れ
も
生
バ
ン
ド
演

奏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
の
せ
い
か
歌
い
だ
す
と
こ
ろ
が

ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
歌
詞
を
間
違
っ
て
し
ま
っ
て
歌
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
方
も
。
し
か
し
、
出
場
者
は
思
い
思
い
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
ま
と
い
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
予
選
は
、
午
後
5
時
ご
ろ
ま
で
3
回
の
休
憩
を
挟
み
な

が
ら
２
５
０
組
の
熱
演
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
発
表
ま
で
の
約
1
時

間
を
利
用
し
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
予
選

で
緊
張
の
あ
ま
り
思
う
よ
う

に
歌
え
な
か
っ
た
り
、
歌
い
足
り
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、
そ
の

思
い
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
熱
唱
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
審
査
発
表
。
緊
張
が
高
ま
る
中
、
徳
田

章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
登
場
。
１
組
ご
と
に
名
前
を
呼
び
あ
げ
ま

し
た
。
名
前
を
呼
び
あ
げ
ら
れ
た
方
は
、
そ
の
場
で
万
歳
し
た

り
、
抱
き
合
っ
た
り
本
選
出
場
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
選
出
場
者
は
夜
の
10
時
頃
ま
で
面
接
と
音
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
選
会
が
行
わ
れ
て
い
た
一
方
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
来
場
者
を
対
象
に
「
ふ
れ
あ
い
隊
」
と
称
す
る
見

学
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
や
音
響
設
備
、
中
継
車
な

ど
を
見
学
し
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
実
際
に
操
作
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

■
本
番

　

本
番
の
朝
、
出
場
者
は
7
時
50
分
に
会
場
に
集
合
し
て
リ

ハ
ー
サ
ル
や
音
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
11
時
、
開
場
の

扉
が
開
き
続
々
と
観
覧
者
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
会
場
一
番
の

り
は
、朝
6
時
50
分
と
か
。応
援
用
の
う
ち
わ
や
横
断
幕
を
持
っ

た
方
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。
皆
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
皆
い
い
笑
顔
を
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
11
時
45
分
、
会
場
は
、
テ
レ
ビ
の
前
の
お
茶
の
間
よ
り

一
足
早
く
開
演
と
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
主
催
者
と
し
て
、

鬼
沢
保
平
市
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
山
口
潔
局
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
の
当
り
ハ
ガ
キ
を
引
い
た
の
は
私

で
す
」
と
鬼
沢
市
長
が
挨
拶
す
る
と
、
す
か
さ
ず
山
口
局
長
も

「
皆
さ
ん
の
当
り
を
決
め
た
の
は
鬼
沢
市
長
さ
ん
で
す
が
、
会

場
を
鉾
田
に
決
め
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
す
」
と
笑
い
が
起
こ
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。
次
に
徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
登
場
し
、

バ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
紹
介
や
合
格
の
鐘
を
な
ら
す
方
が
紹
介
さ

れ
、
そ
の
方
が
審
査
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
別
室
で
違
う
方

鉾田が沸いた２日間！

　3月 14 日、鉾田で 19 年ぶり 2回目の「NHKのど自慢」が開催されました。その前日行われた
予選会や本番の前後など、テレビでは観ることのことのできない数々のエピゾードがありました。
　放映されたのは、45分間ですが、会場となった鉾田総合公園体育館では、13日・14 日の 2日間、
熱気につつまれました。
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　2月 27 日、大洗鹿島線
利用促進キャンペーンの
一環として「大洗鹿島線
のんびりウォーク 2010」
（大洗鹿島線を育てる沿線
市町会議主催）が行われ
ました。当日は大雨によ
り、申込者 300 名のうち
参加できない方が多くい
らっしゃいましたが、悪
天候の中でも約 70 名が
参加しました。
　参加者は徳宿駅から新
鉾田駅までのコースを歩
き、途中、苺狩りや JA 直
売所なだろうでのショッ
ピングも楽しみました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

　3月 11 日、茨城空港が開港しました。開港に先立ち、空港へのアクセ
ス道路として期待される東関東自動車道水戸線（茨城空港北 IC ～茨城町
JCT 間 8.8 ㎞）が開通。開港記念として各種イベントも行われました。
　3月 7日に行われた茨城空港開港式で橋本知事は「海外では航空需要が
急激に伸びている。首都圏第3の空港として大いに期待している」と挨拶。
韓国・アシアナ航空の 玄

ビョンドンシル

東實日本地域本部長は「地方空港の一つとし
てとらえてはいない。成功させ、皆さんの期待や心配に応えたい」と祝辞
を述べました。
　茨城空港ターミナルビルには、売店内に鉾田ブランドコーナーや鉾田・
行方・小美玉各商工会によるテナント「スカイアリーナ」も出店されてお
り、人・もの・情報の交流拠点としても期待がよせられています。

　平成22年第１回鉾田市議会定例会が開催されました（3/2 ～ 3/18）。
　鬼沢市長から平成22年度の市政運営について「『市民協働』の視点に立
ち、行財政改革の推進、教育・福祉の充実、農業を中心とした産業の振興、
道路や環境等の生活基盤整備を進め、『いのちとくらしの先進都市』の実
現に向けて邁進する」と所信表明があり、新年度予算のほか条例の制定な
ど32議案と、議会から議員提案として1議案が提案されました。審議の結
果、全議案とも可決されました。
　また、今定例会では、最終日に議長・副議長選挙が行われ、議長に高野
隆徳氏、副議長に小泉茂尋氏が選出されました。

　2月 26 日、鉾田中央公民館で「鉾田市家庭教育学
級全体研修会」（教委主催）が開催されました。
　研修会は、旭西小、当間小、野友小の各家庭教育学
級の代表者から事例発表が行われた後、茨城大学名誉
教授の中原弘之氏を講師に迎え「自ら学ぶ意欲と強く
たくましい心を育てる家庭教育」と題して講演会も行
われました。家庭教育学級は、市内全ての幼稚園、小
中学校に設置され保護者たちにより家庭教育の勉強会
や研修など様々な取組みがなされています。

　市内の農産物 4品目（6産地）が県青果物銘柄産地
の再指定を受け、3月 16 日、鉾田合同庁舎で指定証
の交付式が行われました。販売金額や市場単価、品質
管理体制など厳しい要件をクリアしたものが県から
「銘柄産地」として指定され、3年ごとに更新が行わ
れます。【今回、再指定を受けた青果物】メロン（旭）、
抑制アールスメロン（旭）、メロン（鉾田大洋）、抑制アールス

メロン（鉾田大洋）、イチゴ（鉾田大洋）、夏秋トマト（鉾田大洋）

IBARAKI  AIRPORT  開港！

3 月議会
定例会

～新議長
　　副議長
　　　　選出～

3/7　茨城空港開港式（茨城空港ターミナルビル）

3/6　東関東自動車道水戸線開通式
3/6　開港記念イベントとして開催
された「空の市」（空港敷地内）

高野隆徳 議長 小泉茂尋 副議長

メロン・アールスメロン・トマト・イチゴ
県青果物銘柄産地指定！

「大洗鹿島線に
乗ってのんびり
ウォーク 2010」

家庭教育学級全体研修会開催！
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　3月、10 の小中学校などで鮭の
稚魚放流が行われました。
　鮭の卵がふ化する様子を観察し、
稚魚の放流を通して河川浄化の大
切さを理解してもらおうと、市内
の市民団体「西台虹の友」（市村は
つゑ代表）が呼びかけ、希望のあっ
た学校に鮭の有精卵が届けられ、
昨年 12月から子どもたちが飼育・観察を行ってきました。放流は、鉾
田川・巴川で行われ、子どもたちは「元気でなー。頑張れよ。大きくなっ
て帰ってこいよ」などと呼びかけ、大きく手を振って見送りました。
　稚魚が成長し戻ってくるまでには３年から 4年かかりますが、今年、
北浦と利根川をつなぐ常陸川水門（逆水門）に魚道ができることから、
戻ってくる可能性がさらに高まっています。
【実施団体】旭東小・旭北小・旭西小・徳宿小・当間小・青柳小・巴第一小　
　　　　　  鉾田南中・平沼石油店（市民参加）・鉾田学区生涯学習推進会議

　3月 6日、大洋公民館で「広げよう　ふれあい・支えあ
いの輪」をテーマに第 4回福祉まつり（同実行委員会・市
社協主催）が開催され、約２千人の市民やボランティアが
参加しました。生バンド演奏やよさこいソーランなどの出
演、各種模擬店、こども広場など盛りだくさんの内容で、公民館がまるご
とおまつり広場となりました。午後からは第 2部として多岐川舞子さん
の歌謡ショーも催されました。

　３月２０日、寄居区で “住民手
造りによる道路”「寄居区中間道
路（総延長 300m）」が完成しました。
　昨年 3月に第 1期工事として 180m が整備
され（昨年の 4月号で掲載）、今年は第 2期工事と
して 120mの工事が行われ完成の運びとなりました。砕石とヒューム
管は市役所から提供してもらい、他の木材や土などの準備から、隣接地
権者の同意も寄居区で行いました。工事は、3月 13 日と 20 日の 2日
間にわたって実施され、男性陣が道路整備、女性陣が炊き出しを担当し、
区民総出の大仕事となりました。午後からは完成祝賀会も行われました。
　寄居区長の冨田良さんは「今まで水路 3本により道路が分断され、
車の通行ができませんでした。今回、地区の皆さんの意思が結集し、地
権者の協力もあって完成させることができました。感無量です」と語っ
てくれました。

　3月 25 日、鉾田地区交通安全協会の大川瀧男会長と鉾田警察署の関口
一正交通課長が市教育委員会を訪れ、交通安全を呼び掛けるのぼり旗を寄
贈されました。同協会では、毎年、新入学児童に対し、交通安全啓発用品
を寄贈されていますが、今年は、市内の児童生徒の交通安全に役立ててほ
しいと同協会に寄付金が寄せられていたことから、交通安全啓発用品のほ
か、春の全国交通安全運動及び小中学校の新学期を迎えるこの時期に、子
どもたちの交通事故防止を図るため、のぼり旗 120 本が各小中学校へ贈
られることになりました。

HOKOTA
Community & Communication

こむこむ ほこた

　3月 20 日、鉾田中央公民館で、市民がまちづくりについて学ぶ「ほ
こた塾」第 10 期の最終講座と卒塾式が行われ吉田俊郎塾長から塾生
41人に修了証が手渡されました。最終講座では、塾生が「高齢者・デ
マンド・介護」、「エコ関係・地域おこし」、「まちづくり・ひとづくり」
の 3つのテーマに分かれてグループ発表が行われ、茨城大学長谷川幸
介准教授が総括し、同塾を主催する鉾田市まちづくり推進会議会長の鬼
沢市長が講評を行いました。卒塾式では、塾生が一人一人、参加した感
想や抱負を述べ、今後のまちづくりへの誓いを新たにしていました。

　3月 2日から 5日間、鉾田中央公民館で鉾田ひょうたん愛好会（鬼
沢淳会長）による展示が行われ、７種類のひょうたんに絵や色とりどり
の装飾がなされたものや、つるの形に細工されたものなど約 40点が来
館者たちの目を楽しませました。「鉾田ひょうたん愛好会」の看板も、
7種類のひょうたんの種を組み合わせて作成されていて訪れた人たちを
驚かせていまいした。ひょうたんには、大小さまざまな品種があり、長
さが 5センチくらいの極小千成から、2メートルを越える大長などがあ
り、会員たちは様々な趣向を加えて制作に取り組んでいます。同会副会
長の湯上忠義さんは「また、来年も開催し多くの人たちにひょうたんの
面白さを知ってもらいたいです」と話してくれました。

新学期に向け
全小中学校へ
交通安全
のぼり旗寄贈
～鉾田地区
　　　交通安全協会～

第 4回福祉まつり開催！

生命の大切さ、

不思議さを実感。
～鮭の稚魚放流～

完成！

  住民力の

　結集道路

　  ３００m

協働のまちづくりを担う！

ひょうたんの魅力に迫る！
～鉾田ひょうたん愛好会～

▲種で作成された文字
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　3月6日、鉾田総合公園
で鉾田市近隣の中学校が
参加して女子バレーボー
ル大会（鉾田市体育協会主
催）が行われました。20
校が参加し、旭中は、本
大会初の上位入賞となり
ました。選手達は、懸命

にボールを追いかけ、各試合とも熱戦が繰り広げられました。前回より会場
も広くコート数も増え、活気のある大会となりました。
【大会結果】優勝：神栖一中　準優勝：旭中　3位：大洋中　3位：鉾田北中

　3月7日、鉾田総合公園で鉾
田市近郊の中学校16チームが
参加して男子バレーボール大
会（鉾田市体育協会主催）が
行われました。優勝した高松
中は、2年連続2回目の優勝で、
白熱した試合となりました。

【大会結果】
優勝：高松中 /準優勝：勝田二中 /3位：那珂湊中 /3位：勝田一中

SPORT

第4回鉾田杯中学生インドアソフトテニス大会

鉾田市体育協会スポーツ賞・功労賞表彰

第5回大洋柔道杯柔道大会第9回ほこたオープン卓球大会

鉾田市近郊中学校男子バレーボール大会 第4回鉾田杯中学校女子バレーボール大会

　3月14日、鉾田二高で卓球大会（鉾田市卓球連盟
主催）が行われ中学・一般から514名が参加しまし
た。市内中学生も多数参加し、好成績を収めました。
【大会結果】（敬称略）▽中学男子 /優勝：石橋佳祐（波
崎二）/準優勝：小見真（大洋）/3位：飯塚翼（大洋）/3位：
栗山涼太（鉾田南）▽中学女子 /優勝：野澤美咲（神栖二）
/準優勝：正木里歩（鹿野）/3位：林冴子（神栖二）/3位：
前川紗也加（麻生）▽一般男子 /優勝：下矢田隆 /準優勝：
島田健 /3位：高林祐樹 /3位：北林秀則
▽一般女子 / 優勝：加藤志歩 / 準優勝：鈴木来夢 /3位：
糸賀洋子 /3位：瀧口裕美子

市内選手上位入賞者（敬称略）
男子◇幼年の部 優勝 : 清宮麻央 /準優勝 : 羽成亨太◇小1の部 3位 :

岩渕礼◇小4の部 3位 : 萩原彩斗◇小5の部 /3位 : 鈴木隆将◇小6の

部（50kg 級）準優勝 : 中島敬征◇小6の部（50kg 超級）優勝 : 小野瀬優人

/3位 : 米川裕貴◇中1の部（50kg 級）3位 : 根﨑秀 /3位 : 鎌田修也 /（60kg

級）準優勝 :菅谷将平 /3位 : 尾島健斗 /3位 : 福井智之 /（60kg超級）優勝 :

菅谷剛◇中2の部（55kg 級）準優勝 : 根本陵我 /3位 : 石津裕基 /（65kg 級）

準優勝 : 大槻祐也 /（65kg 超級）3位 : 関根和輝 /　女子◇小1の部 3位 :

米川藍◇小3の部 3位 : 米川夢々◇小4の部 準優勝 : 清水美希◇小

5・6の部（45kg 級）準優勝 : 米川舞彩◇中2の部（52kg 級）優勝：中島

蘭李

　2月20・27日、鉾田総合公園で第4回鉾田杯中
学生インドアソフトテニス大会（鉾田市体育協会
主催）が開催され、女子個人・団体、男子団体（雨
天のため団体のみ）が行われました。
【大会結果】（敬称略）▽女子個人 優勝：嶋田・兼平
/ 準優勝：石田・池田 /3位：平井・関本 /3位：飯泉・
中屋▽女子団体 優勝トーナメント 優勝：西郷一中 /2
位トーナメント優勝：瑞穂中 /3位トーナメント優勝：
旭中▽男子団体 優勝：埼玉選抜 /準優勝：松山中 /3位：
泉丘中 /3位：榛松中・広島中

種目　　氏名　　　所属　　主な大会
○柔道　米川舞彩（諏訪小）全国小学生学年別大会県予選
　　　　野澤ゆかり（木更津総合高）千葉県高校大会
　　　　中島蘭李（大洋中）県中学新人体育大会
　　　　野澤ゆかり（木更津高）千葉県高校大会
○陸上　平沼翔太（諏訪小）全国小学生陸上競技交流会
　　　　青木颯斗（南中）県中学体育大会
　　　　山崎宏樹（南中）県中学体育大会
　　　　濱崎大地（南中）ジュニアオリンピック競技大会
　　　　戸島賢人（一高）県高校新人体育大会
　　　　高野真一（一高）国民体育大会
　　　　平沼清一（一高）県高校新人大会
　　　　中村太郎（一高）県高校新人体育大会
　　　　米山結輝（一高）県高校新人体育大会
○空手　楠　理久（東小）全日本少年少女選手権大会
　　　　石田佳奈（北小）小・中学全国選手権大会
○水泳　高野竜馬（南中）関東中学体育大会
　　　　白井崇大（南中）関東中学体育大会
　　　　石﨑慧太（南中）関東中学体育大会
　　　　小室吉弘（南中）関東中学体育大会
○卓球　額賀名花　（二高）関東高校大会
○剣道　川津穂波（一高）県高校勝抜き大会
　　　　根本樹（守谷高）関東高校大会
○弓道　田山成美（一高）国民体育大会
○スキー　給前友貴（南中）全国中学大会
　　　　山口奈々（南中）全国中学大会
○野球　中島大樹（南中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　水野寿樹也（南中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　石田文洋（旭中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　山田章太郎（旭中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　名取黎（旭中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　斉藤史明（大洋中）リトルシニア関東連盟秋季大会
　　　　小沼弘樹（土浦日大高）全国選手権茨城大会

○ソフト
   テニス

○ソフト
   ボール  

○ラグビー

○バスケット
   ボール  
○バレーボール 
○ライフセービング 

団体名　　　　　　　　　　　　主な大会
鉾田空手スポーツ少年団　　　　小・中学全国選手権大会
鉾田南中学校ソフトボール部　　関東中学体育大会競技大会
旭中学校ソフトボール部　　　　県中学新人体育大会
大洋中学校女子ソフトテニス部　県中学新人体育大会
鉾田一高女子弓道部　　　　　　県高校春季大会兼関東予選会
鉾田一高女子剣道部　　　　　　全国高校大会県予選会
鉾田二高女子ソフトテニス部　　全国高校選手権大会県予選会
鉾田一高男子陸上競技部　　　　全国高校総合体育大会北関東予選会
さくらクラブ　　　　　　　　　関東家庭婦人バレーボール大会

氏名　　　所属
遅塚裕子（鉾田市バドミントン連盟）

スポーツ賞（個人の部）　敬称略

スポーツ賞（団体の部）

功労賞（個人の部）敬称略

問　鉾田市体育協会☎32-4263（日・月・火定休）
■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています。

山崎哲（二高）関東高校大会
永井広樹（二高）関東高校大会
飯島岬（二高）関東高校大会
小沼幸弘（木更津総合高）千葉県総合体育大会
大場吉博（土浦三高）関東高校選手権大会県予選会
鬼澤真（市ソフトテニス連盟）日本マスターズ2009富士山 静岡大会

高野隆之（市ソフトテニス連盟）関東選手権大会
中根由香莉（大洋中）関東中学体育大会
菅谷麻有（大洋中）関東中学体育大会
田口秀佳（南中）ジュニアオリンピック都道府県対抗全日本中学生大会
方波見郁奈（南中）ジュニアオリンピック都道府県対抗全日本中学生大会
橋本珠美（旭中）ジュニアオリンピック都道府県対抗全日本中学生大会
白石貴久（清真学園高）全国高校選抜大会
井坂健人（清真学園高）全国高校選抜大会
内山竣矢（常磐大高）関東高校新人大会県予選
小沼恒平（常磐大高）全国高校総合体育大会県大会
伊東茉奈実（土浦日大高）全国高校総合体育大会全日本高校女子選手権
米川舞彩（諏訪小）ジュニアライフセービング競技会
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　2/9（火）、鉾田市単独による不動産公売を実
施し、下記の結果となりました。

売却区分 公売物件 最高価申込額（落札額）

H21-7 田 入札者なし
H21-8 田 入札者なし
H21-9 田 810,000 円
H21-10 畑 完納により中止
H21-11 畑 完納により中止
H21-12 田 入札者なし
H21-13 田 入札者なし

問　市役所収納課☎ 33-2111（内線 1173・1174）

不動産公売を実施しました

問　レイクエコー☎ 0299-73-2300 ＦＡＸ 0299-73-3925

茨城県弘道館アカデミー事業「パソコ
ンではがき作成＆インターネット」

日時　6/20（日）、27（日）、7/4（日）、11（日）、
　　　18（日）
　　　10:00 ～ 12:00　（全5回）
場所　レイクエコー
定員　25名
講師　堀口和美氏（有限会社ピュアメイト）
受講料　4,500円（初回に現金で支払う）
申込方法　電話又はＦＡＸ

問　レイクエコー☎ 0299-73-2300 ＦＡＸ 0299-73-3925

茨城県弘道館アカデミー事業「季節ご
との寄せ植えを楽しもう～初夏の花と
野菜編～」

日時　5/16（日）①10:00 ～ 12:00
　　　　　　　　②13:30 ～ 15:30
内容　寄せ植えの仕方、水・肥料のやり方等
講師　ホームジョイ本田
受講料　2,000円（材料費）
定員　　①②それぞれ30名
会場　ホームジョイ本田　潮来店ガーデンセンター
申込方法　5/6（木）までに電話かＦＡＸで申
　　　　　込（午前・午後の希望をお知らせ下さい）
■定員を超えた場合、抽選とさせていただきます。

問　鹿行手話奉仕員養成委員会　越地：ＦＡＸ 0299-72-2661
　　　　　　　　　　　　　　　 高木：ＦＡＸ 0299-97-2966

鹿行手話講座

　手話によるコミュニケーションの技術・聴覚
障害の関連知識を習得し、手話活動を行い得る
手話奉仕員を養成します
日時　5/15（土）～ 2/19（土）19:00 ～ 21:00
場所　潮来中央公民館
対象者　①入門：初心者（高校生以上）
　　　　②基礎：2009年度入門コース修了者
　　　　　又は手話の基礎がある程度できてい
　　　　　る方（高校生以上）
■いずれも全30回
受講料　4,000円（この他にテキスト代あり）
申込方法　受講当日、申込ください
　　　　　（事前申込出来ません）

問　百里サンハウス☎ 0299-54-0029

ホームヘルパー養成研修（2級課程）

申込締切4/30（金）
研修期間　5/8（土）～ 8/31（火）
　　　　　（このうち講習期間は１９日間）
場所　百里サンハウス
受講資格　ホームヘルパー事業従事者、従事確
　　　　　定者、従事希望者
募集定員　40名程度
申込方法　申込書に現金を添えて百里サンハウ
　　　　　スまで直接申し込むか、現金書留に
　　　　　て申込
費用　34,200円（受講料・資料代として）
　　　その他テキスト代として6,800円
申込先　〒311-3406
　　　　小美玉市下吉影2437－109
　　　　特別養護老人ホーム百里サンハウス

問　国土交通省霞ヶ浦河川事務所占用調整課☎ 0299-63-2419

河川愛護モニター

申込締切　5/10（月）
期間　H22.7.1 ～ H24.6.30
応募資格　北浦付近在住の満２０歳以上の方
■詳しくは、国土交通省霞ヶ浦河川事務所及び
　各出張所備え付けの応募要綱をご覧下さい。

期間　4/20（火）～ 25（日）　9:00 ～ 17:00
場所　鉾田中央公民館ロビー

問　鉾田市野草クラブ代表：野口☎ 32-3888

春の山野草寄せ植作品展示

1日雇作業

平成 22年度農作業臨時雇標準賃金 　 問　市役所農業委員会☎ 33-2111（内線 1251・1252）

作業種別 料金 摘要

一般農作業 6,000 円 1 日 8時間、食事なし、男女とも同額、その他必要な事項は、当事者間
で協議

2請負作業
　田の部

作業種別 料金 単位 摘要
畦塗 50 円 1ｍ ほ場条件は乾田を条件とい

たします。その他、ほ場等
で特に勘案する必要のある
地域については、当事者間
で調整してください。

水田耕起 5,000 円 10a
代かき（2度掛け） 8,000 円 10a
ロータリー耕起 10,000 円 10a 耕起から代かきまで
コンバイン 20,000 円 10a カッター付刈取・運搬費含
田植機 8,000 円 10a 苗別
調整乾燥 1,800 円 60kg 生乾燥
調整乾燥 1,200 円 60kg おだ干

　畑の部
作業種別 料金 単位 摘要

ロータリー耕 4,000 円 10a
深耕ロータリー 20,000 円 10a
プラウ耕 6,500 円 10a
深耕プラウ 18,000 円 10a 60cm以上
硬板起し（サブソイラ） 4,000 円 10a
牛蒡（空堀） 20,000 円 10a 10a/1,600m
牛蒡（空堀・土壌
消毒・肥料散布） 23,000 円 10a

山芋（空堀） 30,000 円 10a 10a/1,000m
土壌改良剤散布 3,000 円 10a 田・畑共通

これらの額は標準額ですので、契約においては、両者で諸条件等を勘案して決定してください。

invite募集します

　商取引や各種証明に使用する計量器は、2年
に1度の定期検査を受けなければなりません。
該当する方は必ず受検してください。
　日程　4/23（金）、26（月）、27（火）　
　時間　10:30 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
　場所　鉾田市役所　庁舎東側車庫
検査対象計量器　
　・各種商店での商取引用
　・薬局、病院の調剤用
　・農産物、水産物の売買や出荷用
　・商品の内容量および品質表示
　・運送業の運賃算出用（取次店も含む）
　・貴金属商、つり掘
　・保健所、病院、学校、幼稚園、保育所等の
　　体重計
　・法令等により公共機関への報告又は、統計
　　などを目的として使用される計量器
持ち物・受検通知ハガキ
　　　・手数料（1台　520 ～ 3,000円程度）
　　　・計量器（分銅・オモリもお持ち下さい）
■計量士による巡回検査も実施していますので
　茨城県計量検査所にお問合せ下さい。
■受検日は茨城県計量協会から指定・通知され
　ます。
■検査場所は変更になる場合があるので、受検
　通知ハガキを必ず確認して下さい。

問　市役所産業経済課☎ 33-2111（内線 1164・1165）

はかりの定期検査

検定証印　　　　　　基準適合証印　　　　家庭用計量器マーク

ドクターと連携し栄養士が、健康を考えた手作り食品
職場へ・個人宅へ
会議やイベントに

お弁当 1個から宅配！

高齢者
の

健康管
理食と

して！

いばらき健康づくり支援店

バランスのよいお弁当です

糖尿病や高血圧など
の食事療法に
対応しています

あなたの命を支えたい

㈱美
う ま

味いるプラス
本社　水戸市千波町759-1

お問合せ　うまいるショップ（たきもとクリニック内）
☎0291-39-0505　AM8：30-PM4：30（定休日　日・祝）

う　ま　い　る

美味いる美味いる 命 弁命 弁
ぬ ち　べ んぬ  ち　べ  ん

野菜の牛肉巻
380キロカロリー

580円

ちらし寿司
355キロカロリー

500円

主食・主菜・副菜のそろった
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guideお知らせ
info情報ひろば

　水戸財務事務所では、多重債務相談の窓口を
開設しています。借金の返済でお困りの方、お
電話下さい。秘密は守ります。

問　財務省関東財務局水戸財務事務所多重債務相談窓口
　　 専用ダイヤル☎ 029-221-3190（平日）

多重債務相談窓口開設（無料）

　北浦の堤防において堤防点検のための除草作
業で発生した刈草を無償でお分け致します。
提供期間　春期：5月下旬～ 7月中旬（予定）
　　　　　秋季：8月下旬～ 10月中旬（予定）
提供場所　申込時に確認下さい
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入し　
　　　　　て、鉾田出張所にお申込下さい。
申込期限　春期：5/31まで
　　　　　秋季：8/31まで
申込書　　霞ヶ浦河川事務所のホームページ又
　　　　　は鉾田出張所で取得可
　　　　　http://www.ktr.mlit.go.jp/kasumi/
刈草の種類　春期：ロール状にする前の刈草と
　　　　　　　　　ロール状にした後の刈草
　　　　　　秋季：ロール状にする前の刈草のみ

問　国土交通省霞ヶ浦河川事務所　鉾田出張所☎ 32-3381

刈草をさしあげます

日時　4/4（日）10:00 ～ 16:00
場所　ほっとパーク鉾田
内容　キハ601・ＫＲ505車内公開、ライブ「Ａ
　　　ＮＡＫ」、鉄道ジオラマと鉄道模型運転
　　　「てトロ」体験運転、人力トロッコ「カ
　　　バトロ」「キハトロ」体験乗車、とん汁サー
　　　ビス（先着順12:00頃）等
再 新 の 情 報 は http://homepage3.nifty.com/
hokota-station をご覧下さい。

問　鉾田駅保存会（川津）☎ 029-239-6735

鉾田駅保存会車両公開イベント

日時　4/15（木）10:00 ～ 15:00
場所　鉾田中央公民館
内容　差別問題、家庭内の問題、金銭貸借、借
　　　地借家、近隣間のもめごと等の相談

問　市役所社会福祉課☎ 33-2111（内線 1566）

特設人権相談所開設
　　　　　　　（予約不要・無料）

申込締切5/16（日）
日時　5/29（土）14:00 ～ 16:00
場所　小美玉市小川文化センター
出演　航空中央音楽隊
応募方法　下記事項明記のうえ、往復ハガキ又
　　　　　は基地ホームページから応募する
　　　　　・応募代表者の住所、氏名、電話番号
　　　　　・応募者全員の氏名と年齢　　　　
■１枚で４名まで申込可（小学生以上）
応募先　〒311-3494
　　　　航空自衛隊第７航空団広報班音楽祭係

問　航空自衛隊第７航空団広報班音楽祭係☎ 0299-52-1331　
　　http://www.mod.go.jp/asdf/hyakuri/

百里基地音楽祭（無料）

申込締切4/14（水）
日時　4/21（水）10:00 ～ 16:30（受付9:30 ～）
場所　鹿島商工会館3階
内容　接客・電話応対マナー
講師　岩下宣子氏
募集人数　60名（定員になり次第締切）
会費　ユーザ協会会員無料
　　　非会員（一人）5,000円（当日払い）
申込方法　事業所名、住所、電話番号、ＦＡＸ
　　　　　番号参加者名を明記の上、ＦＡＸ又
　　　　　は電話で申込

問　日本電信電話ユーザ協会事務局　☎ 0299-85-2894
　　　　　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ 0299-83-4057

ビジネスマナー研修

　鉾田警察署借宿駐在所は、平成22年4月1日
に廃止になり、鉾田警察署所在地に統合されま
す。借宿駐在所に対するこれまでのご協力あり
がとうございました。以降、借宿駐在所管内の
巡回連絡、パトロール活動等地域警察に関する
ことは、鉾田警察署内の署所在地勤務員が行い
ます。地域の皆様の安全、安心のお役に立てる
よう、より一層の警察活動を推進いたします。

問　鉾田警察署☎ 34-0110

借宿駐在所の統合廃止のお知らせ

日時　○4/29（木）11:00 ～ 15:00
　　　　つくば国際会議場
　　　○5/9（日）11:00 ～ 15:00
　　　　水戸プラザホテル
対象者　高校生、看護職を目指す方、看護学生
　　　　及びすべての看護職員
内容　求人情報提供コーナー（各病院・施設の
　　　担当者）、看護職進学相談コーナー（各
　　　看護系大学・看護師等学校養成所の教員）
　　　茨城県ナースセンター登録・就職相談　
　　　コーナー（ナースセンター専任相談員）

問　社団法人茨城県看護協会・茨城県ナースセンター
☎ 029-221-6900

第３回いばらき看護職合同進学・
就職説明会（予約不要・無料）

申込締切5/7（金）
受講資格　いのちの電話の趣旨に賛同し、24
　　　　　時間受信体制での活動に積極的に参
　　　　　加できる方。23歳～ 62歳まで。　
　　　　　性別、学歴、職業は不問
会場　つくば市周辺
期間　2010年6月から約2年間

問　茨城いのちの電話事務局☎ 029-244-4722

電話相談員養成講座

　平成22年度協議会の開催月を下記のとおり
決定しました。農振地域の変更（除外・編入）
を予定している方は、協議会開催時に合わせて、
申請出来るように準備してください。

開催月 受付期間
6月 5/6 ～ 31
10 月 9/1 ～ 30
2 月 1/4 ～ 31

※農振地域から除外をする場合には、申請か
　ら除外証明が発行されるまでに約6ヵ月の期
　間が必要となりますので、早めに準備をして
　下さい。
※不明な点等がありましたら、お問合せ下さい。

問　市役所産業経済課☎ 33-2111（内線 1162・1166）

農業振興地域整備促進協議会の開催

日時　5/5（水）9:30 ～ 15:00
会場　茨城県霞ケ浦環境科学センター
　　　　　　　　（土浦市沖宿町1853）
内容　こども環境フォーラム、霞ヶ浦ウルトラ
　　　クイズ、おもしろ科学教室、研究室の一
　　　般公開、体験教室（アクリルタワシ、竹
　　　とんぼ、投網、押し花など）、飲食コーナー

問　霞ケ浦環境科学センター環境活動推進課☎ 029-828-0961

こども環境フェスティバル 2010

相談日　4/9（金）
　　　　大洋総合支所　9:00 ～ 12:00
　　　　旭総合支所　　13:00 ～ 16:00
内容　農業委員会に関する各種申請書の受付と
　　　審査

問　市役所農業委員会☎ 33-2111（内線 1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

①水田利活用自給力向上事業
　水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを
生産する販売農家・集落営農の皆さんに、主食
用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行
います。
【交付単価】（10a 当たり）
　○麦：37,000円
　○大豆：36,000円
　○飼料作物：35,000円　
　○新規需要米：80,000円
　　　　　（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、ｗｃｓ用稲）

　○そば、なたね、加工用米：20,000円
　○その他作物：5,000円～15,000円
　○二毛作助成：15,000円
②米戸別所得補償モデル事業
【交付単価（全国一律）】（10a 当たり）　
　定額部分：15,000円
　変動部分：22年度の販売価格が、過去3年の
　　　　　　販売価格を下回った場合にその差
　　　　　　額を基に算定
【交付対象者】
「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を
行った販売農家のうち、水稲共済加入者又は加
入面積に満たない水稲共済未加入者は、21年
度の出荷・販売の実績のある農業者
【交付対象面積】
主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用
に供される分として一律10アールを差し引い
た面積
○共通事項
　加入申込：4月～ 6月
　支払時期：12月～ 3月
■交付金は国から加入者が指定した口座に直接
　支払います。

問　関東農政局茨城農政事務所食糧部計画課☎ 029-221-2186
　　http://www.maff .go.jp/j/seisaku/kobetu_hosyo/index.html

戸別所得補償モデル対策４月スタート

理容店のご利用安全安心の

信頼の　　　マークの

理容組合加盟店へどうぞ
（全店賠償保険加入しております）

鉾田理容組合
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健康カレンダー （4/３～5/３まで掲載）

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

市立図書館休館日　4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

休館日

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

4月 8( 木 )
社協旭支所

22（木）
鉾田中央公民館

5月 27（木）
旭学供施設

13（木）
大洋公民館

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

4/14（水）17：00～19：00
　　　　鉾田中央公民館

つくば（９：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－２鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00 ～ 17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
介護保険料 １期

納期限
4/30
（金）

献血にご協力ください
4/5（月） 10:00 ～ 16:00 ウイズ
4/16
（金）

 9:30～12:00 大洋保健センター
13:30 ～ 16:00 カスミ大洋店

精神保健事業
事業名 場所（時間） 4月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30） 9・16・23（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 14（水）

鉾田
（９：30～11：30） 7・14（水）

大洋
（９：30～15：00） 5・12・19・26（月）

事業名 場所（項目） 4月

乳児健診 鉾田 14（水）
（H21．12生）

育児相談
鉾田 14（水）
大洋 6（火）

幼児健康
診査

鉾田

１歳半健診 16（金）
（Ｈ20．9生）

2歳児歯科健診 2（金）
（H19．9生）

３歳児健診 13（火）
（H18．12生）

大洋 3歳児健診 6（火）
（H18．10～12生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 14・28（水）
鉾田 8・15（木）
大洋 16・23（金）

休日診療
電話番号 4月

北浦整形外科 33-2136 25
ハタミ病院 33-3158 18
鉾田病院 32-3313 4・29
高須病院 33-2131 11

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

とき　4/5（月）大洋総合支所　　
　　　5/10（月）旭総合支所
※時間はいずれも８：15～９：15

　3月1日、鉾田市役所で行われた朝市トー
クでは鉾田の歴史や農産物の加工等が話
題となりました。

問　国立教育政策研究所☎ 03-6733-6939

国際成人力調査（ＰＩＡＡＣ）予備調
査を実施します

　国際成人力調査は、成人が日常生活や職場で
必要とされる技能（「成人力」）をどの程度持っ
ているかを調べるＯＥＣＤ（経済協力開発機構）
が進める国際比較調査です。国立教育政策研究
所（文部科学省所轄）が調査実施の責任機関と
なり、民間の調査会社に委託して調査を実施し
ます。
実施期間　平成22年5月～ 7月
対象者　無作為に抽出された16歳～ 65歳の方　
　　　（対象者として選ばれた方には平成22　
　　　年5月上旬に文書でお知らせします）
調査方法　民間調査会社の調査員が訪問し、調
　　　　　査実施の日時を調整します。調査は、
　　　　　対象者の希望に応じて在宅または近
　　　　　所の会場で調査員と1対1で実施します。
主催者　ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）、文部
　　　　科学省、国立教育政策研究所

問　市役所企画課☎ 33-2111（内線 1302）

市民農園利用者募集中

利用資格　鉾田市または近郊在住の方
利用料金　3,000円 / 年（3/31までの年度契約）
面積　1区画42㎡（6ｍ×7m）
農場に備えてあるもの　　
　鍬、スコップ、一輪車、まんのう　等

問　鉾田農業高校☎ 36-3329

鉾田農業高校第８回苗物市

日時　4/29( 木）9:30 ～ 11:30
場所　鉾田農業高校農場
内容　苗の販売（ナス、ピーマン、キュウリ、
　　　スイカ、トマトなどの野菜苗とサルビア、
　　　マリーゴールド、ペチュニアなど草花苗）
　　　焼き菓子等加工品販売
■数に限りがありますので売り切れの際にはご
　了承ください。

昨年の様子

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ



平成22年度　市税等の納期一覧表
税目・料目ごとに納付額を記入し、納期限までに納入をお願いします。

税目・料目 期別
納付額（円）

納期限
税目・料目別 合計

平
成
22
年

４月 介護保険料 １期 , , 4/30（金）

５月
軽自動車税 全期 ,

,
5/31（月）

固定資産税 １期 ,

６月
市・県民税 １期 ,

,
6/30（水）

介護保険料 ２期 ,

７月

固定資産税 ２期 ,

,
8/2（月）国民健康保険税 １期 ,

後期高齢者医療保険料 １期 ,

８月

市・県民税 ２期 ,

,

8/31（火）
国民健康保険税 ２期 ,
介護保険料 ３期 ,
後期高齢者医療保険料 ２期 ,

９月
国民健康保険税 ３期 ,

,
9/30（木）

後期高齢者医療保険料 ３期 ,

10月

市・県民税 ３期 ,

,

11/1（月）
国民健康保険税 ４期 ,
介護保険料 ４期 ,
後期高齢者医療保険料 ４期 ,

11月
国民健康保険税 ５期 ,

,
11/30（火）

後期高齢者医療保険料 ５期 ,

12月

固定資産税 ３期 ,

,

12/27（月）
国民健康保険税 ６期 ,
介護保険料 ５期 ,
後期高齢者医療保険料 ６期 ,

平
成
23
年

１月

市・県民税 ４期 ,

,
1/31（月）国民健康保険税 ７期 ,

後期高齢者医療保険料 ７期 ,

２月

固定資産税 ４期 ,

,

2/28（月）
国民健康保険税 ８期 ,
介護保険料 ６期 ,
後期高齢者医療保険料 ８期 ,

３月 国民健康保険税 ９期 , , 3/31（木）

※納付期限（月末が休日の場合は、その翌日となります。12月は27日）
※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の納期は、年金から特別徴収されない方の納期です。

課税等
固定資産税について・・・・・・・・税務課（１１８１・１１８２）
市・県民税について・・・・・・・・税務課（１１８３・１１８４）
軽自動車税について・・・・・・・・税務課（１１８３・１１８４）
国民健康保険税について・・・・・・保険年金課（１１２１・１１２２）
後期高齢者医療保険料について・・・保険年金課（１１２３・１１２４）
介護保険料について・・・・・・・・介護保険課（１５７７）

納入方法
収納課（１１７２～１１７５）鉾田市役所　

☎３３－２１１１
（　）は内線番号

問



納税は安全・便利な口座振替で！
問 市役所収納課☎33-2111（内線1172）　　　　

取扱税目 ○市県民税（普通徴収）○固定資産税○軽自動車税○国民健康保険税
○介護保険料○後期高齢者医療保険料

申込手続 預金口座のある金融機関へ預金通帳及びその届出印を持参して備え付けの用紙でお申し込み下さ
い。※口座振替手数料は無料です。

振替開始時期 申し込んだ日の翌月以降の納期から自動的に引き落としさせていただきます。
口座引落しが
出来なかったとき 「納付書」を市からお送りしますので、その納付書で納めて下さい。

取扱金融機関 ○常陽銀行○筑波銀行○東日本銀行○水戸信用金庫○茨城県信用組合
○かしまなだ農協○茨城旭村農協以上の各本店・支店○郵便局（全国）

問 市・県民税（市役所税務課）☎33-2111（内線1183・1184）　　　　　　　　　　　　　　　　
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（市役所保険年金課） ☎33-2111（内線1121 ～ 1124）　

　現在、市・県民税、保険税（料）を年金からお支払いただいている方につきましては、平成22年度も引き続き年金か
ら納めていただくこととなります。４月・６月・８月にそれぞれ納めていただく金額は、平成22年２月に納めていただ
いた税（料）の金額と同じ額になりますのでご確認下さい。なお、国保税と後期高齢者医療保険料については、年金か
らの天引きを中止したい場合、口座振替にすることができますので、ご希望の方はお問合せ願います。

問 市役所介護保険課☎33-2111（内線1576・1577）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成22年度から特別徴収の各期別の保険料額がほぼ均等になります。
　現在、保険料を年金からお支払いただいている方につきましては、４月・６月・８月の仮徴収額と10月・12月・２月
の本徴収額に大きな差が生じている場合があります。
　そこで、１年間を通じて保険料額ができるだけ均等になるように、６月以降の保険料額を調整し、平準化を図ります（４
月の保険料額は、前年度２月の保険料額と同額にするよう決まっており変更できません。）。
　ただし、前年と所得や世帯の課税状況に変動があった場合などは、均等にならなくなることもあります。

市・県民税　国民健康保険税　後期高齢者医療保険料
についてのお知らせ（年金特別徴収）

介護保険料についてのお知らせ（年金特別徴収）

10,100円 10,100円 10,100円
2,300円 2,100円 2,100円 2,100円 2,100円 2,100円

10,300円 10,100円 10,100円

12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

10,100円 5,300円 5,300円 5,500円 5,300円 5,300円 5,300円 6,300円 6,300円 6,300円 6,300円 6,300円

【保険料の平準化のイメージ】
例）保険料年額36,800 円の場合

平準化しない場合

平準化した場合

22年度 23年度

22年度 23年度

平準化しない場合は、前半（仮徴収）と後半（本徴収）の保険料に大きな差が生じます。

平準化した場合は、一年間の保険料がほぼ均等になります。

（円）

（円）
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
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0


